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7 2019（令和元年）

国　税／�6月分源泉所得税の納付� 7月10日
国　税／�納期の特例を受けた源泉所得税（1月〜6月

分）の納付� 7月10日
国　税／�所得税予定納税額の減額承認申請�7月16日
国　税／�所得税予定納税額第1期分の納付� 7月31日
国　税／�5月決算法人の確定申告（法人税・消費税

等）、11月決算法人の中間申告� 7月31日
国　税／�8月、11月、2月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合）� 7月31日
地方税／�固定資産税（都市計画税）第2期分の納付

� 市町村の条例で定める日
労　務／�社会保険の報酬月額算定基礎届� 7月10日
労　務／�労働保険料（概算・確定）申告書の提出・（全

期・１期分）の納付� 7月10日
労　務／�障害者・高齢者雇用状況報告� 7月16日
労　務／�労働者死傷病報告（4月〜6月分）� 7月31日

　ふるさと納税における、寄附を得るための
自治体間のいきすぎた「返礼品競争」を是正
し、制度の健全な発展に向けて、今年６月以
後の寄附から、総務大臣が指定した自治体へ
の寄附のみがふるさと納税の対象とされてい
ます。返礼品は、寄附額に対する還元率３割
以下で、地場産品とされました。

ワンポイント ふるさと納税の見直し

7 月 の 税 務 と 労 務7月 （文月）JULY
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７月号─2

　

令
和
元
年
七
月
に
行
わ
れ
る
予
定

の
参
議
院
選
挙
。
そ
の
概
要
や
仕
組

み
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
以
下
、

参
院
選
又
は
通
常
選
挙
。）
は
、
国

会
議
員
の
う
ち
参
議
院
議
員
を
選
ぶ

た
め
の
選
挙
で
、
必
ず
三
年
に
一
回

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
第
四

十
六
条
で
「
参
議
院
議
員
の
任
期
は

六
年
と
し
、
三
年
ご
と
に
議
員
の
半

数
を
改
選
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
参
議

院
議
員
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
お
り
、
任
期
が
三
年
ず
れ
て
い

ま
す
。

　

参
議
院
議
員
の
数
は
現
在
二
四
二

名
で
す
が
、
平
成
三
十
年
七
月
に
改

正
公
職
選
挙
法
が
成
立
し
た
こ
と
か

ら
、
定
数
が
二
四
八
名
に
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
次
回
か
ら
の
「
通

常
選
挙
」
で
は
そ
の
半
数
の
一
二
四

名
を
選
び
ま
す
。
参
院
選
も
全
国
規

模
の
国
政
選
挙
で
す
が
、
総
議
員
を

一
斉
に
選
出
す
る
わ
け
で
は
な
く
半

数
の
み
を
改
選
す
る
た
め
、「
総
選

挙
」
と
は
呼
ば
ず
、「
通
常
選
挙
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
議

院
に
は
衆
議
院
の
よ
う
な
解
散
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
半
数
改
選
も
規
則

正
し
く
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
、
参
院
選
は
任
期
満
了
の
日

の
前
三
十
日
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

「
通
常
選
挙
」
を
行
う
べ
き
期
間
が

参
議
院
開
会
中
又
は
参
議
院
閉
会
の

日
か
ら
二
十
三
日
以
内
に
か
か
る
場

合
、
参
議
院
閉
会
の
日
か
ら
二
十
四

日
以
後
三
十
日
以
内
に
行
わ
れ
る
た

め
、
任
期
満
了
後
に
行
わ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

参
議
院
の
定
数
は
、
昭
和
二
十
一

年
、
当
初
の
日
本
政
府
案
で
は
衆
議

院
議
員
の
定
数
の
約
三
分
の
二
の
三

〇
〇
人
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
日
本
を
占
領
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

か
ら
定
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
地
方
区
一
五

〇
人
、
全
国
区
一
〇
〇
人
の
二
五
〇

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

四
十
七
年
の
沖
縄
復
帰
に
伴
い
、
沖

縄
県
選
出
議
員
が
二
人
加
わ
っ
て
地

方
区
定
数
が
一
五
二
人
に
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
二
年
に
は
一
〇
人
削

減
さ
れ
、
二
四
二
人
と
な
り
、
平
成

三
十
年
の
改
正
に
よ
り
現
在
の
二
四

八
名
と
な
り
ま
し
た
。

２　

二
つ
の
選
挙
制
度

　

参
院
選
は
、
二
つ
の
選
挙
制
度
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
議
員
が
選
ば
れ
ま

す
。
有
権
者
は
二
票
与
え
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
制
度
に
立
候
補
し
た

候
補
者
に
一
票
を
投
じ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
選
挙
区
制
で
個
人
に
投
票
す

る
選
挙
で
、
立
候
補
者
は
無
所
属
で

も
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
比
例
代
表
制
で
、
こ
ち

ら
は
政
党
に
所
属
し
て
い
な
い
と
立

候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
有
権
者
は
政
党
名
で
投
票
す

る
か
立
候
補
者
の
名
前
で
投
票
す
る

か
、
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
院
選
は
、
衆
議
院
選
挙
と

は
異
な
り
、
二
つ
の
選
挙
制
度
に
重

複
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑴
　
選
挙
区
制
（
定
数
改
正
前
一

四
六
人
、
改
正
後
一
四
八
人
）

　

選
挙
区
制
は
都
道
府
県
別
に
行
わ

れ
、
有
権
者
は
候
補
者
の
氏
名
一
人

を
自
書
し
て
投
票
し
、
最
多
数
の
得

票
を
得
た
候
補
者
か
ら
順
に
当
選
し

ま
す
。
選
挙
区
制
で
選
ば
れ
る
人
数

（
定
数
）
は
、
人
口
に
よ
っ
て
お
お
ま

か
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
東
京

都
は
六
人
で
す
が
、
三
二
の
選
挙
区

で
は
一
人
の
み
で
す
（
な
お
、
鳥
取

県
と
島
根
県
、
徳
島
県
と
高
知
県
は

「
合
同
選
挙
区
」
と
し
て
、
二
つ
の
県

か
ら
一
人
の
み
選
出
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。）。
こ
の
一
人
の

選
挙
区
は
新
聞
報
道
な
ど
で
は
「
一

人
区
」
と
呼
ば
れ
、
有
力
政
党
が
議

席
を
分
け
合
う
こ
と
の
多
い
「
複
数

区
」
と
異
な
り
、
一
人
し
か
当
選
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
当
然
熾
烈
な
争
い

と
な
り
、
こ
の
「
一
人
区
」
の
結
果

が
全
体
の
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響

参 議 院 選 挙
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を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
七
月
に
行
わ
れ
る
改
選
（
第

二
十
五
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）

で
は
、
定
数
の
半
分
で
あ
る
改
選
数

七
三
に
定
数
増
加
分
一
（
埼
玉
県
選

挙
区
）
を
加
え
た
七
四
議
席
が
争
わ

れ
ま
す
。

⑵
　
比
例
代
表
制
（
定
数
改
正
前

九
六
人
、
改
正
後
一
〇
〇
人
）　

①　

非
拘
束
名
簿
式
と
拘
束
名
簿
式

　
　

比
例
代
表
制
は
、
全
都
道
府
県

を
選
挙
区
と
し
て
非
拘
束
名
簿
式

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
政
党
が

提
出
し
た
候
補
者
名
簿
に
順
位
が

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
順
位
に

従
っ
て
当
選
す
る
拘
束
名
簿
式
と

は
異
な
り
、
非
拘
束
名
簿
式
は
、

名
簿
に
順
位
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
有
権
者
は
、
立
候
補
者
ま

た
は
政
党
の
い
ず
れ
に
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
、
個
人
名
が
書
か

れ
た
票
（
個
人
票
）
は
そ
の
立
候

補
者
が
所
属
す
る
政
党
の
得
票
と

な
り
ま
す
。
当
選
人
数
は
、
政
党

ご
と
に
立
候
補
者
の
個
人
票
と
政

党
名
が
書
か
れ
た
政
党
票
と
を
す

べ
て
合
算
し
て
政
党
の
議
席
を
決

定
し
、
個
人
票
獲
得
票
数
の
多
い

候
補
者
か
ら
順
に
当
選
し
ま
す（
ド

ン
ト
式
）。

　
　
「
拘
束
名
簿
式
」
で
は
、
名
簿

順
位
の
決
定
は
各
政
党
の
任
意
で

あ
る
た
め
、
有
権
者
は
そ
の
名
簿

の
作
成
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

有
権
者
が
支
持
し
た
い
候
補
者
が

比
例
名
簿
に
載
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
候
補
者
に
当
選
し
て
も
ら
う

に
は
所
属
し
て
い
る
政
党
名
を
書

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
候
補
者
の
名
簿
順
位
が
低
く

当
選
に
及
ば
な
か
っ
た
場
合
、
有

権
者
の
意
図
と
は
異
な
る
候
補
者

が
当
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。「
非
拘
束
名
簿
式
」
の

場
合
、
有
権
者
が
支
持
し
た
い
候

補
者
を
自
由
に
記
載
で
き
る
た
め
、

名
簿
順
位
の
決
定
に
有
権
者
が
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
非

拘
束
名
簿
式
」
で
は
、
個
人
名
で

書
か
れ
た
票
は
そ
の
所
属
政
党
の

得
票
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
個
人

へ
の
票
が
他
の
候
補
者
へ
の
票
の

横
流
し
に
な
る
と
い
う
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

②　

特
定
枠
の
創
設

　
　

合
同
選
挙
区
の
創
設
に
伴
い
、

こ
の
七
月
予
定
の
改
選
か
ら
参
議

院
比
例
区
で
政
党
等
の
判
断
で
拘

束
名
簿
式
の
「
特
定
枠
」
と
し
て

そ
の
政
党
が
当
選
さ
せ
た
い
候
補

者
を
名
簿
の
上
位
に
設
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
す
（
な
お
、
特
定
枠
に
掲
載

さ
れ
た
候
補
者
は
候
補
者
名
を
冠

し
た
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ず
、
政
党
票
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
ま
す
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
参

議
院
比
例
区
で
は
拘
束
名
簿
式
と

非
拘
束
名
簿
式
の
両
方
が
混
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈選挙区と定数〉

改選数 選挙区数 選挙区
6人 1選挙区 東京都
4人 4選挙区 神奈川県、愛知県、大阪府、埼玉県
3人 4選挙区 北海道、千葉県、兵庫県、福岡県
2人 4選挙区 茨城県、静岡県、京都府、広島県

1人 32選挙区

青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、
群馬県、山梨県、新潟県、富山県、石川県、福井県、長野県、
岐阜県、三重県、滋賀県、奈良県、和歌山県、鳥取県・島根県、
岡山県、山口県、徳島県・高知県、香川県、愛媛県、佐賀県、
長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

〈非拘束名簿式での
　　　　当選決定プロセス〉

政党の
比例代表名簿
に載っている
個人名が
書かれた票

政党名が
書かれた票

政党の獲得票決定

政党の獲得議席数決定

政党名簿の中で、
個人名で多く
得票した順に
当選が決定
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　お正月、初詣に行くと甘酒を振舞ってく
れるお寺や神社がありますね。何となく冬
の飲み物というイメージのある甘酒ですが、
これからの暑い時期にこそ飲んで頂きたい
飲み物です。
　甘酒にはビタミンＢ1・Ｂ2・Ｂ6等のビ
タミン類、葉酸、食物繊維、オリゴ糖、ブ
ドウ糖等々の豊富な栄養素が含まれていま
す。
　発酵学者で東京農業大学名誉教授の小泉
武夫氏は「発酵美食－日本のおいしい文化
を語らうWebマガジン－」のインタビュー
の中で、2002年に出演していたテレビ番
組で放送された「発酵は力なり」を振り返
り、「甘酒は１日に必要なビタミン類がほ
とんど入ったブドウ糖の溶液であり、つま
り点滴と同じではないか」というお話しを
されています。
　甘酒に含まれる様々な栄養素により、エ

ネルギーを得て、疲労を回復し、腸内環境
を整える。まさに夏バテ防止にぴったりの、
栄養点滴のような飲み物です。
　健康を保つにはまずきちんと食事をとり
しっかり眠ることが大切ですが、暑い日が
続くと食欲も落ち、寝苦しさで睡眠の質も
落ちてしまいがちです。甘酒は食欲のない
時にも喉を通りやすく、家庭で簡単にとる
ことができます。スーパーなどですぐ手に
入りますので、冷蔵庫に甘酒を常備しては
いかがでしょうか。
　食品ですから飲む時間帯に決まりはあり
ませんが、朝仕事に出かける前に飲めば、
その日１日のエネルギーとなり、熱中症予
防にも一役買ってくれるでしょう。あまり
温め過ぎるとせっかくのビタミン類の効果
が弱まってしまいます。また、糖分の多い
食品ですからとり過ぎにも気をつけ、毎日
適量を続けてとり、夏の健康維持に役立て
てみてはいかがでしょうか。

飲む点滴

　夏が近づくと、意識せずとも耳にする言
葉「夏フェス」。フェスとは「フェスティバ
ル」や「フェスタ」といった「お祭り」を意
味する言葉ですが、ロック等の野外コンサ
ートに端を発し、日本では1990年代後半
からこの20年で大きく発展した音楽イベ
ントの形を指します。
　大半が野外で行われ、音楽を聴いたり、
出店を回ってご飯を食べたり、お酒を飲ん
だり、ワークショップに参加したり。山や
森などで催される場合は、キャンプができ
るフェスもあります。お年を召した方も、
子どもさんも、誰でも楽しめます。フェス
を紹介するインターネットサイトも多数あ
ります。ジャンルもロックからクラシック
まで、きっとお好きなフェスが見つかるこ
とでしょう。一度お調べになって、気にな
ったフェスにぜひ出かけてみてはいかがで
しょうか？
　仕事のストレスも解消するかもしれませ
ん。

音楽フェスのすすめ　
街
の
あ
ち
こ
ち
で
七
夕
飾
り
を
見

か
け
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
幼
稚

園
や
小
学
校
な
ど
で
も
、
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
願
い
事
を
短
冊

に
し
た
た
め
、
飾
り
付
け
て
い
ま
す

ね
。

　
七
夕
は
桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句

と
同
じ
で
、
一
年
の
重
要
な
節
句
を

あ
ら
わ
す
五
節
句
の
ひ
と
つ
で
す
。

織
女
星
の
織
姫
、
牽
牛
星
の
彦
星
。

こ
の
ふ
た
つ
の
星
は
旧
暦
の
七
月
七

日
に
天
の
川
を
は
さ
ん
で
最
も
光
り

輝
い
て
見
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日

を
一
年
に
一
度
の
め
ぐ
り
あ
い
の
日

と
考
え
て
、
七
夕
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
に
あ
や

か
り
、
人
々
は
願
い
事
を
短
冊
に
託

し
、
竹
や
笹
の
葉
に
飾
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
旧
暦
の
七
月
七
日
は
新

暦
の
八
月
七
日
で
す
。
そ
の
為
、
八

月
に
七
夕
祭
り
を
行
う
地
域
も
あ
り

ま
す
。

七
夕


